
2025年11月1日（土）～11月2日（日）

会場名 8:50～ 9:30～11:20（110分）

第１会場

　コンベンションホール(900名)
　学術講演
　パネルディスカッション
　支部企画

会場名

第２会場
　中会議室A(168名)
　共催セミナー
　テーマセッション

第３会場 　中会議室B(168名)
　一般演題A（口頭）

第4会場 　研修室
　一般演題A（ポスター）

第5会場
　小会議室2+3連結(98名)
　一般演題B
　特別企画

第６会場
　プレゼンテーションルーム（150名）
　一般演題B

　１Fホワイエ・ロビー
　受付
　各種ブース

　マルチパーパスルーム1・2
　クローク
　各種ブース

会場名 9:30～10:30 10:40～11:40 11:50～13:20（90分） 13:30～15:00（90分） 10分

第１会場

　コンベンションホール(900名)
　パネルディスカッション
　教育セミナー
　テーマセッション

エ
ン
デ
ィ
ン
グ

会場名 9:30～10:30 10:40～11:40 11:50～12:50 13:00～14:00 14:10～15:10

第２会場

　中会議室A(168名)
　共催セミナー
　テーマセッション
　一般演題A（口頭）

第３会場

　中会議室B(168名)
　支部企画
　教育認定委員会企画
　一般演題A（口頭）

第4会場 　研修室(98名)
　一般演題B

第5会場 　小会議室2+3連結(98名)
　一般演題B

第６会場 　プレゼンテーションルーム（150名）
　一般演題B

　１Fホワイエ・ロビー
　受付
　各種ブース

　マルチパーパスルーム1・2
　クローク
　各種ブース

※プログラムは予告なく変更する場合がございます。

一般演題B　㉑
吃音当事者が

働きやすい職場づくりをめざして

一般演題B　㉒
精神科看護師のしつもん術

一般演題B　㉓
あっ不穏だ！そのときどうする？
チームSTEPPSを使ってみよう

ホワイエ：総合案内・事前申込受付・発表者受付・各種ブース（ブースは14時までに撤収）
ロビー：当日申込受付
マルチパーパスルーム1：クローク
マルチパーパスルーム2：各種ブース（ブースは14時までに撤収）

ホワイエ：総合案内・事前申込受付・発表者受付・各種ブース（ブースは16時までに終了）
ロビー：当日申込受付
マルチパーパスルーム1：クローク
マルチパーパスルーム2：各種ブース（ブースは16時までに終了）

11月2日(日)

一般演題B　⑭
学生が見つけた「倫理の種」：

学生の体験から、臨床と教育がともに考える
時

一般演題B　⑮
利用者の「聞きたい」を「いつでも」に！

デイケアラジオの可能性

一般演題B　⑯
WRAPを語ろう

一般演題B　⑰
スタッフが気軽にもやっとした

倫理的課題を語れる職場にする工夫

一般演題B　⑱
視覚と認知の関係を

フィジカルアセスメントしよう!!

一般演題B　⑲
災害の中長期支援は

未来の精神科看護なのか

一般演題B　⑳
あるある事例で考えよう！

多職種連携の“こんなとき，どうする？”

8:50～

テーマセッション⑤
虐待通報・虐待防止委員会の活動

これからの「虐待の未然防止」を考える
～現場で始まった新たな一歩

一般演題A　２群　統合失調症・認知症
座長　東幸佑

一般演題A　４群　事例・実践の振り返り
座長　大塚政志

一般演題A　６群　家族
座長　松本美穂

一般演題A（8題）　１群　教育・ストレス対策
座長　青山光

一般演題A（8題）　３群　行動制限・急性期
座長　村上誠

一般演題A（8題）　５群　看護実践・心理療法
座長　須田幸治

一般演題A（5題）　７群　看護管理・調査
精神科認定看護師実践報告（3題）1群

座長　小瀬古伸幸

15:00～16:00

パネルディスカッション　テーマ2
　「福島県外避難者支援・福島県の復興状況とこれからの再生に向け
て」
　コーディネーター：中庭良枝
　パネリスト：前田正治　藤本雪子

学術講演
“私”が虐待加害者になるとき：心のメカニズムと予防法
講師：碓井真史

16:10～17:10

ユニ・チャームメンリッケ
「困っていなければ良い」から

「常に最良、最善を目指す」看護師の声を紹介
(仮)

テーマセッション①
虐待通報・虐待防止委員会の活動

参加者とともに考える虐待防止の現状と課
題

テーマセッション②
医療保護入院の退院支援委員会

「退院支援委員会について詳しく知ろう
～精神保健福祉士協会のガイドラインを中心に

～」

テーマセッション③
虐待通報・虐待防止委員会の活動

義務から文化へ
〜虐待防止の取り組みとそのリアル〜

第32回　日本精神科看護専門学術集会 in福島　プログラム　　一般演題A 79題（14群）・CPEN実践報告 3題（1群）・一般演題B（23題）

9:20 11:30～13:00（90分） 13:10～14:40（90分） 14:50～16:20（90分）

11月1日(土)

開
会
式

支部企画　見て・聞いて・学ぼう
　　　　　　　災害支援から得られた「生きることを支えるヒント」
司会：米倉一磨
ファシリテーター：大川貴子
演者：明間正人　大森徹　兼田彰央 　半谷修一郎　八巻大輔

パネルディスカッション　テーマ１
　「身体合併症～心と体を支えるケア～」
　コーディネーター：花田政之
　パネリスト：板橋ひろみ　大谷朋耶　吉川隆博

11:30～12:30 12:40～13:40 13:50～14:50

一般演題Aポスター掲示
倫理チェック

一般演題B　①
地域と病院の精神科看護師が交流し、

ともに学びあうこと

一般演題B　③
人材育成マネジメント

　自分も相手も責めない指導の工夫

一般演題B　⑤
イライラをイキイキに

―アンガーマネジメントの活用方法―

特別企画
先のみえない時代の精神看護学実習指導

中村博文　糸嶺一郎　阿部準子

一般演題B　②
臨床判断最新モデル×MSEを

基礎教育でも病院・地域の新人教育でも

一般演題B　④
“カンフォータブルケア”を組織に
根づかせるコツを伝授します！

一般演題B　⑥
行動制限に偏らず、

子どもの適応行動を“育む”看護を考える

一般演題B　⑦
精神科認定看護師の実践報告から学ぶ

－今回は「せん妄対策」と「連携」－

一般演題A　13群　虐待防止・看護教育
座長　兼田彰央

一般演題A　14群　行動制限
座長　藤原和久

テーマセッション⑥
リカバリーカレッジ

共同創造(Co-Production)による
学び合いの場！～リカバリーカレッジの魅力

～

パネルディスカッション　テーマ3
　「リフレクティングの実践と可能性」
　コーディネーター：明間正人
　パネリスト：吾妻陽子　大川貴子　矢野絵梨佳

教育セミナー(企画：精神科認定看護師の会)
　精神科看護におけるハラスメントの予防と対応
　　　　～わたしたちができること～
座長：加藤由果子　高田久美
演者：井口千春　菅原佳奈子　柳田亜紀夫

一般演題A　9群　看護管理
座長　秋岡美紀

一般演題A　10群　急性期
座長　茶木孝至

大塚製薬株式会社
統合失調症急性期治療における共同意思決

定

一般演題A　12群　看護師のメンタル
座長　半谷修一郎

テーマセッション⑦
虐待通報・虐待防止委員会の活動

虐待通報の実際
～通報から調査・結果判定・改善策の実施まで～

受
付
・
入
場
開
始

受
付
・
入
場
開
始

受付・各種ブース

テーマセッション④
虐待通報・虐待防止委員会の活動
  「虐待防止どうしてますか？」
当院での虐待通報の実際と対応

ﾎﾟｽﾀｰ撤去

一般演題A　８群　調査
座長　藤岡誠

一般演題B　⑧
どう考える？

身体治療における行動制限最小化

受付・各種ブース

一般演題B　⑨
ケアカフェ（愛知県精神科認定看護師の会主

催）
～大いに語りましょう。参加してちょ～

一般演題B　⑩
日頃感じるモヤモヤについて、
一緒に話し合ってみませんか？

一般演題B　⑪
病院から地域までケアにつなげる

MSEの薬物療法　ニガテを完全克服！

一般演題B　⑫
看護師のための認知行動療法ワークショップ

行動からこころを支える看護実践

一般演題B　⑬
壁体験から学ぶ交流会！

あのときの経験がいまを支えている

支部企画
福島県独自の事業である

「看護力向上支援事業」を紹介します
座長：馬場香織

演者：岩渕いずみ 湯田文彦　横山大輔

一般演題A　11群　地域移行・退院支援
座長　佐藤美奈

教育認定委員会企画
研究計画書と抄録作成のポイント

～日精看学術集会一般演題
投稿規程・執筆要領の改訂も踏まえて～

増滿 誠

10：20～11：20


